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○
必
要
性

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
上
の
問
題
は
、
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
昔
な
が

ら
の
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
」
の

精
神
と
「
自
分
た
ち
の
地
域
の
課

題
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
取
り
組

も
う
」
と
い
う
住
民
の
意
識
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

○
構
成

　

区
長
・
班
長
を
は
じ
め
、
民
生

委
員
児
童
委
員
・
子
ど
も
会
・
高

齢
者
ク
ラ
ブ
・
公
民
館
な
ど
地
域

で
福
祉
活
動
に
携
わ
る
者
、
そ
の

他
学
識
経
験
者
（
個
人
）
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
の
活
動
を
、
地
域
住
民
自

ら
が
自
主
的
に
実
践
す
る
た
め
に

結
成
さ
れ
た
の
が
、
支
部
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
で
す
。

　

市
社
協
は
、
支
部
地
区
社
協
を

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
活
動
内
容

　

地
域
の
様
々
な
組
織
や
団
体
な

ど
の
相
互
の
協
力
と
役
割
分
担
に

よ
り
、
主
に
次
の
活
動
へ
の
取
り

組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
在
宅
福
祉
活
動

◆
地
域
交
流
活
動

◆
広
報
・
啓
発
活
動

◆
関
係
団
体
へ
の
支
援
と
協
力

◆
調
査
活
動

◆
支
部
社
協
の
組
織
・
運
営
体

制
や
基
盤
を
強
化
す
る
活
動

◆
支
部
地
区
社
協
間
の
連
携
・

情
報
交
換

◆
行
政
等
関
係
機
関
へ
問
題
提

起
な
ど

○
主
な
財
源

　

地
区
で
集
ま
っ
た
当
年
度
の
社

協
の
会
員
会
費
の
50
％
が
、
市
社

協
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
内
に
２
回
以
上
の

広
報
誌
を
発
行
す
れ
ば
、
広
報
助

成
金
と
し
て
、
会
費
の
５
％
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

支
部
活
動
研
究
集
会

日
時　
令
和
２
年
２
月
15
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　
友
部
公
民
館（
大
ホ
ー
ル
）

　

支
部
活
動
等
の
発
表
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ふく
はら

いな
だ

かさま

ししど

とも
べ

い
わ
ま

大橋支部

大原支部

大旭支部

中央支部

宍戸支部

高田支部
寺崎支部箱田支部

「ふれあい会」
「しんこう会」

「ふれあい会」こうゆう会

安心ネットワーク柏
下市毛支部

新渡戸地区

土師地区

上押辺地区

吉岡2地区

参り坂地区

南部地区
（仲村・平
市野谷上・中・下）

安居東部
地区

下安居地区

13区社会
福祉協議会

「みかげ会」

「来栖四つ
輪の会」

「みかげ会」

「まなだけ会」「まなだけ会」

「来栖四つ
輪の会」

「しんこう会」

稲田支部

福原支部

上郷 下郷
土師

押辺

安居

福島

吉岡

本戸

来栖支部

上加賀田支部

笠間

東支部

泉

北川根支部

市野谷

南山内

池野辺支部

小学校区ごとに
６支部社協が設
立されています。

【友部地区】

９支部４地区社
協が設立されて
います。

【笠間地区】

9地区社協が
設立されています。

【岩間地区】

岩間西部地区

支
部
地
区
社
協
編
❶

『
社
協
』を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

その❷
［注］●…地区社協が結成されているところ。
　　　白抜きは、支部地区社協が未結成のところ。
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このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

友
部
地
区
支
部
社
協
交
流
会
が

８
月
27
日
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
も
べ
で
行
わ
れ
た
。
支
部
同
士

の
交
流
と
情
報
交
換
を
目
的
に
宍

戸
、
東
、
中
央
、
大
旭
、
北
川
根

お
よ
び
大
原
の
各
支
部
か
ら
４
～

５
人
、
事
務
局
を
含
め
約
30
人
が

参
加
し
た
。

　

４
班
に
分
か
れ
た
後
に
、
市
内

の
サ
ロ
ン
17
団
体
の
活
動
状
況
を

ビ
デ
オ
紹
介
。
次
い
で
、
自
己
紹

介
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
。

　

第
一
部
は
「
他
支
部
と
の
話
し

合
い
」、
支
部
の
活
動
状
況
（
自

慢
話
も
可
）
や
課
題
が
テ
ー
マ
。

話
を
聞
く
と
、
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
敬
老
会
事
業
へ
の
協

力
、
地
域
の
催
し
物
へ
の
参
加
等

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
の
、
一
方
で
役
員
の
高
齢

化
・
な
り
手
不
足
・
少
子
化
に
伴

う
青
少
年
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
今
後
の
活

動
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
部
は
「
支
部
内
で
の
話
し

合
い
」、
第
一
部
で
得
た
情
報
を

も
と
に
今
後
の
活
動
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
行
く
か
が
テ
ー
マ
。

　

各
支
部
か
ら
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
た
が
、
主
な
も
の
を
３
つ
挙

げ
る
。

①
支
部
活
動
の
活
発
化

　

学
校
や
警
察
等
の
協
力
を
得
て

「
地
区
懇
談
会
」（
宍
戸
支
部
の

例
を
参
考
に
）
を
行
う
。

②
青
少
年
を
対
象
に
し
た
活
動

　

子
ど
も
を
主
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

／
広
報
誌
に
子
ど
も
の
声
の
欄
を

作
る
（
例
「
お
お
は
ら
の
子
」）

／
配
食
の
か
け
紙
へ
の
色
塗
り

③
女
性
部
会
員
を
増
や
す

　

子
ど
も
の
活
動
を
通
じ
て
親
の

社
協
へ
の
関
心
を
高
め
入
会
に
つ

な
げ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
等
。

　

今
回
、
初
め
て
の
支
部
交
流
会
、

今
後
の
支
部
活
動
に
期
待
し
、
見

守
っ
て
行
き
た
い
。　
　

（
白
土
）

◆
地
域
の
話
し
合
い
を
体
験

　

医
療
・
介
護
の
需
要
が
急
速
に

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
２
０
２
５

年
。
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
た
め
、
地
域
の
力
で
何

か
で
き
な
い
か
、
３
回
目
の
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

友
部
・
笠
間
・
岩
間
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
４
～

５
人
の
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

◆
90
歳
に
な
っ
て
の
不
安
は

　

ま
ず
は
、
話
し
合
い
を
体
験
し

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、「
90
歳

に
な
っ
た
と
き
不
安
な
こ
と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
討
論
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
病
気
を
患
っ
て
い
る
の

で
90
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
、
生

き
ら
れ
た
と
し
て
も
、
元
気
で
い

ら
れ
る
か
不
安
。
車
の
運
転
が
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
一
人
暮
ら
し

に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

　

ま
た
、
病
院
に
行
く
前
に
、
健

康
を
保
つ
努
力
が
必
要
、
空
き
家

が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の

対
策
が
必
要
な
ど
様
々
な
問
題
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
改
善

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

身
近
な
所
で
、
健
康
教
室
や
お
茶

飲
み
な
ど
が
で
き
る
サ
ロ
ン
を
作

る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
使
い

や
す
く
す
る
。
病
院
な
ど
へ
の
送

迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
若
い
人
た
ち

が
参
加
し
や
す
い
地
域
活
動
を
作

る
な
ど
色
々
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の

話
し
合
い
を
し
、
具
体
的
な
課
題

を
出
し
合
い
、
改
善
に
向
け
、
市

や
社
協
な
ど
と
も
協
力
し
な
が
ら

「
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。　
（
藤
森
）

　

㈱
カ
ス
ミ
は
、
販
売
期
限
が
切

れ
て
も
賞
味
期
限
が
あ
る
商
品
を

廃
棄
せ
ず
、
各
社
会
福
祉
協
議
会

や
施
設
へ
の
寄
付
を
通
じ
て
社
会

貢
献
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
令

和
元
年
９
月
19
日
、
㈱
カ
ス
ミ
と

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
商
品

を
生
活
困
窮
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
に
食
を
支
援
す
る
こ
と
で
自

立
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
以
外
に
も
、

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ

て
い
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
４
回
地
域
づ
く
り
研
修
会

日
時　
令
和
２
年
１
月
18
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま

（
南
友
部
１
９
６
６
番
地
１
）

令
和
元
年
度 

友
部
地
区 

支
部
社
協
交
流
会

友
部
地
区

㈱
カ
ス
ミ
と

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動協定

締
結

10/31 第
３
回
地
域
づ
く
り
研
修
会

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

88
人
参
加

第一部「他支部との話し合い」

少人数での話し合い
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販
売
手
数
料

販売手数料の一部を寄付

売上の一部を寄付

※寄付額及び販売手数料の割
合は、業者によって異なります。

設
置
・
契
約

笠間市美原３ー２ー１１  〔TEL〕 0296-77-0730
笠間市社会福祉協議会お問い合わせ先

寄付つき赤い羽根自動販売機とは？
－いつでも気軽に寄付ができる新しい仕組み－

　飲み物が購入されるたびに、一定額（または一定割合）が赤い羽根共同募金に寄付される自販
機のことです。お釣りの一部を寄付できる自販機もあります。
　自販機を設置する人、飲料メーカー、購入者の誰もが寄付者となる新しい寄付のかたちです。

設 置 者
茨
城
県
共
同
募
金販売協力業者

笠間市内に自販機が設置
されると、笠間市の福祉
活動に役立てられます。

協 力 業 者
コカ・コーラボトラーズジャパン（株）

（株）伊藤園
ダイドードリンコ（株）
北関東ペプシコーラ販売（株）

（Ｎ）ハートフル福祉募金
ＦＶジャパン（株）
水戸ヤクルト販売（株）

（株）オリエンタル商事
（株）松本

※メーカーにより、募金ボタン付き自動販売機や、
　災害時対応自動販売機もあります。

導入コスト不要！
管理もお任せ！

ポイント

１
取扱商品や条件が

選べます！
ポイント

3

設置者の負担は
変わりません！

ポイント

2
メリットがあるからこそ、

注目されています！
ポイント

4

施設・企業名 設置台数
（福）慈永会　宍戸苑 １台
（特非）茨城依存症回復支援協会 １台
（福）朝日会　愛の里 １台
ホンダドリーム笠間 １台
学校法人　大関学園　岩間第一幼稚園 １台

（株）フカツー １台
（福）城北福祉会　佐白の館　　　※契約準備中 ２台
笠間市職員組合（笠間市役所内）※契約準備中 １台

（株）辰巳屋　　　　　　　　　　※契約準備中 １台
（福）笠間市社会福祉協議会 本所 ２台
（福）笠間市社会福祉協議会 笠間支所 １台
（福）笠間市社会福祉協議会 岩間支所 １台
（福）笠間市社会福祉協議会 介護保険事業所 １台

合　　　計 15台

赤い羽根自動販売機　設置先一覧表
令和元年11月13日現在

自動販売機で気軽にできる“社会貢献活動”始めませんか？

寄付の仕組み

赤い羽根

自動販売機
寄付つき
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このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　
「
食
糧
危
機
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
地
球

の
人
口
が
今
後
増

加
す
る
の
に
対
し
、

異
常
気
象
な
ど
で

い
ず
れ
食
糧
確
保
が
で
き
な

く
な
る
と
い
う
問
題
で
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
国
連
で
は

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
具
体
的
数
値
目

標
と
し
て
「
フ
ー
ド
ロ
ス
」

の
削
減
を
取
り
決
め
、
近
頃

ニ
ュ
ー
ス
等
で
耳
に
し
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
我
が

国
で
は
平
成
28
年
だ
け
で

６
４
３
万
ト
ン
も
廃
棄
さ
れ
、

昨
今
は
恵
方
巻
な
ど
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
に
は
家
庭
で
の
食
品
廃

棄
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め

て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
ロ
ス
を
減
ら

す
た
め
に
も
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
」
や
「
善
意
銀
行
」
を
活

用
す
れ
ば
、
地
球
環
境
に
優

し
い
だ
け
で
な
く
、
地
域
に

対
し
て
も
誰
も
が
貢
献
で
き

ま
す
。
未
来
の
た
め
に
、
今

出
来
る
こ
と
を
「
地
球
規
模

で
考
え
足
元
か
ら
行
動
す
る
」

事
が
解
決
の
糸
口
に
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。   （
入
江
）

日
本
福
祉
大
学

石
川
　
敦
史

　

７
月
３
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
、

実
習
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
会
社
に
勤
め
な
が
ら
社

会
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
と
し
て
施
設
実
習
が
必

須
で
あ
る
た
め
、
今
回
、
笠
間
市

社
会
福
祉
協
議
会
様
に
お
き
ま
し

て
、
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
い
き
い
き
通
所
事

業
や
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
・
訪
問
介
護
・
居
宅

介
護
支
援
・
夏
休
み
わ
く
わ
く
体

験
教
室
な
ど
多
く
の
事
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
大
量
の

食
材
を
切
っ
た
り
、
炒
め
た
り
し

て
普
段
の
生
活
で
は
料
理
を
し
た

こ
と
が
な
い
た
め
大
変
で
し
た
。

　

就
労
継
続
支
援
事
業
で
は
納
期

を
守
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
蛍
光
ペ
ン
を
ケ
ー
ス
に
収

納
し
た
こ
と
や
、
夏
休
み
わ
く
わ

く
体
験
で
た
く
さ
ん
の
小
学
生
と

一
緒
に
体
操
や
工
作
を
し
た
こ
と

が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
多
く
の
活
動
を
支
え

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
特
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
が
深
刻
な
問

題
で
あ
り
、
今
ま
で
培
わ
れ
た
技

能
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
に
懸

念
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
実
習
指
導
を
受
け
る
中

で
、
地
域
福
祉
活
動
の
重
要
性
と

活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
活
動

さ
れ
て
い
る
現
場
を
一
緒
に
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
様
と
信
頼
関
係

を
結
ぶ
ま
で
に
は
長
い
日
数
が
か

か
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
の
会
話
技
法
の
重

要
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
現
場
で
体
験

と
な
る
と
、
社
会
福
祉
に
対
す
る

熱
意
だ
け
で
は
思
う
よ
う
に
い
か

ず
、
自
身
の
知
識
や
経
験
の
浅
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉

協
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る
沢
山
の

福
祉
活
動
を
体
験
し
て
、
社
会
福

祉
士
に
な
り
た
い
と
い
う
想
い
が

一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
中
は
、
職
員
の
皆
様
か
ら

多
く
の
学
び
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
24
日
間
の
実
習
は
私
に
と

り
ま
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
笠
間
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
の
皆
様
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
利
用
者
様
、

市
民
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ちょっとちょっとちょっと

いい話いい話いい話

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
仲
間
入
り

し
た
サ
ロ
ン
「
吉
岡
わ
ら
う
会
」

の
自
己
紹
介
を
し
ま
す
。
山
田
文

子
会
長
の
下
、
20
人
で
発
足
し
ま

し
た
。
モ
ッ
ト
ー
は
、
一
人
暮
ら

し
の
人
、
仲
間
の
い
な
い
人
み
ん

な
で
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
唄
い
、

話
し
合
い
、
食
事
を
し
、
と
に
か

く
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
解
消
、「
元

気
が
一
番
」
で
す
。

　

下
は
60
代
後
半
か
ら
上
は
80
代

の
男
女
で
活
動
中
。
毎
月
20
日
、

吉
岡
の
山
田
会
長
宅
で
の
食
事
会

が
基
本
で
す
が
、
春
の
新
緑
と
紅

葉
時
期
は
、
長
沢
地
区
の
鈴
木
さ

ん
宅
で
自
然
を
堪
能
し
ま
す
。

　

定
期
会
合
以
外
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
５
月
の
青
空
の
下
で
の

山
菜
採
り
、
６
月
は
遠
出
で
、
山

形
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
と
大
人
の

遠
足
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
の
定
例
会
は
鈴
木
さ

ん
宅
で
開
か
れ
ま
し
た
。
紅
葉
に

は
少
し
早
か
っ
た
け
れ
ど
、
テ
ー

ブ
ル
の
上
は
料
理
自
慢
の
女
性
軍

に
よ
り
、
色
と
り
ど
り
の
料
理
で

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
写
真

撮
影
も
あ
り
ま
し
た
。
決
し
て
高

級
食
材
を
使
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

愛
情
と
腕
で
豪
華
料
理
に
変
身
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
無
し
で
す
。

　

こ
の
日
は
会
員
全
員
勢
ぞ
ろ
い
。

カ
メ
ラ
マ
ン
の
畠
山
さ
ん
の
知
り

合
い
も
お
り
、
昔
話
に
も
花
が
さ

き
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
３

時
間
の
解
散
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
１
回
５
０
０
円
会
費

で
行
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
集
合
写
真
で
怒
っ
た

顔
の
人
、
面
白
く
な
い
顔
の
人
い

ま
す
か
。
全
員
笑
顔
で
す
。
わ
ら

う
会
に
は
福
き
た
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
が
一
番
で
進
み
ま
す
。

　

社
協
の
方
々
、
サ
ロ
ン
の
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
支
援
実
習
を通し

て

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
、ス
ト
レ
ス
解
消

サ
ロ
ン「
吉
岡
わ
ら
う
会
」

岩間地区

秋
本
　
英
裕

おいしくできた混ぜご飯
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人
生
一
番
の
幸
福
は
布
団
に

入
っ
た
ら
す
ぐ
に
７
時
間
ぐ
っ
す

り
眠
り
、
朝
に
す
っ
き
り
と
目
覚

め
る
事
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
や

家
族
に
体
の
不
調
や
病
気
・
怪
我
、

心
配
事
等
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
れ
ば

そ
う
は
い
か
な
い
と
思
う
。

　

私
は
40
才
頃
ま
で
は
地
震
に
も

気
づ
か
な
い
く
ら
い
熟
睡
し
て
い

た
が
、
中
途
覚
醒
で
睡
眠
に
満
足

感
が
な
く
な
り
、
平
成
10
年
か
ら

15
年
間
に
わ
た
り
毎
日
で
は
な
い

が
睡
眠
導
入
剤
を
服
用
し
て
い
た
。

し
か
し
、
あ
ま
り
効
用
が
な
い
の

で
止
め
た
。

　

そ
し
て
今
、
日
常
心
掛
け
て
い

る
事
は
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
。
散
歩

等
少
し
体
が
疲
れ
る
位
に
動
く
。

寝
付
け
な
い
時
に
は
深
呼
吸
し
な

が
ら
数
を
数
え
る
事
や
ラ
ジ
オ
・

Ｃ
Ｄ
を
タ
イ
マ
ー
を
か
け
て
聞
く
。

中
途
覚
醒
し
た
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
深
夜
便
を
眠
く
な
る
ま
で
聞
く
。

　

こ
ん
な
事
は
仕
事
を
し
て
い
る

と
で
き
な
い
事
だ
が
気
楽
に
考
え

た
い
。
良
い
睡
眠
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
課
題
だ
。　
　
（
Ｏ
男
）

　「
第
一
火
曜
日
の
会
」で
は
、「
長

谷
川
幸
介
先
生
の
講
演
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
女
性
の
食
事
づ
く
り
講
座
修

了
生
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ク
ル
活

動
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
講
座
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
」を
実
践
し
た
令
和
第
一
号
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

友
部
支
部
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
集
合
」
で
「
あ
る
町
の
高
い
煙

突
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

笠
間
支
部
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
福
祉
バ
ザ
ー
が
友
部
支

部
・
岩
間
支
部
・
笠
間
支
部
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
２
９
６
（
７
８
）
２
６
２
６

　

先
日
、
長
谷
川
先
生
の
講
演
を

聞
く
機
会
を
得
ま
し
た
。
先
生
は

風
貌
、
声
、
か
も
し
出
す
雰
囲
気

ど
れ
を
と
っ
て
も
や
さ
し
さ
に
あ

ふ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
私

た
ち
に
幸
せ
の
お
す
そ
分
け
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
も
途
中
か

ら
は
お
隣
さ
ん
（
先
生
の
住
む
地

域
の
自
治
会
長
さ
ん
、
先
生
は
副

会
長
と
の
こ
と
）
と
二
人
で
漫
才

さ
な
が
ら
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
始

ま
り
、
理
解
能
力
の
衰
え
て
い
る

私
に
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
興
味

を
も
た
せ
て
く
れ
楽
し
い
講
演
会

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
改
め
て
幸

せ
に
生
き
る
と
は
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
進
み

わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
図
解
、

実
例
な
ど
で
よ
り
理
解
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
夫
婦

間
で
名
前
で
呼
び
あ
う
と
か
、
頼

み
事
が
あ
れ
ば
「
こ
れ
頼
む
よ
」、

「
あ
り
が
と
う
」
と
声
か
け
が

大
事
。
認
知
症
に
つ
い
て
も
医
学

的
に
は
個
人
と
し
て
の
診
断
だ
け

れ
ど
も
、
同
居
人
が
さ
さ
え
れ
ば

認
知
症
で
は
な
い
、
そ
う
思
え
ば

こ
わ
く
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
目

と
目
を
あ
わ
せ
た
り
、
た
わ
い
の

な
い
話
を
し
た
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
し
た
り
す
れ
ば
幸
せ
の
ホ
ル

モ
ン
「
オ
キ
シ
ト
シ
ン
」
が
出
て

徘
徊
し
て
い
る
人
も
お
さ
ま
っ
て

く
る
話
等
々
、
な
る
ほ
ど
と
思
え

る
話
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
退
職
後
の
男
性
に
つ
い
て
も
、

「
名
刺
社
会
の
な
か
で
生
き
て
き

た
の
で
な
か
な
か
外
に
出
ら
れ
な

い
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
」。
そ
れ
に
は
、
や
っ
た
事
を

認
め
る
、ほ
め
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

ふ
だ
ん
考
え
る
こ
と
の
な
い
大

切
な
課
題
に
触
れ
、
充
実
し
た
時

を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
地
域
で

の
福
祉
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
女
性

も
再
度
『
高
齢
者
の
食
事
』
に
つ

い
て
学
習
し
、
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
く
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
回
の
講
座
（
７／４
・
７／
18
・

８／１
）
は
、
参
加
者
が
10
人
で
し
た
。

そ
の
後
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
、
５

人
の
方
が
月
一
回
の
食
事
作
り
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
の
初
め
に
は
サ
ー
ク
ル
名

も
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

センターだより
し指目をりく て

「
第
一
火
曜
日
の
会
」

まずは勉強会から

46
人
参
加

旭
町
　
池
田
ひ
ろ
子

ス
ペ
シ
ャ
ル

「
地
域
福
祉
力
」
と

　
　

 「
幸
せ
羅
針
盤
」

長
谷
川
幸
介
先
生
の
講
演
会

10/8

女
性
の
食
事
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
終
了
生

ひ
と
り
ご
と

「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」

令
和
元
年
度

 

講
座
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

二人でのトークショー
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このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

今
回
、研
修
会
で
上
映
し
た「
あ

る
町
の
高
い
煙
突
」
は
、
私
達
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
な
か
で
人
々

に
か
か
わ
り
支
援
し
て
い
く
行
動

に
重
な
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
以
上
前
の
明
治
38
年

に
世
界
中
の
近
代
化
が
進
む
中
、

需
要
に
応
え
る
べ
く
発
展
を
続
け

煙
害
を
も
た
ら
し
た
日
立
鉱
山
。

美
し
い
山
々
や
農
作
物
等
に
被
害

を
与
え
日
に
日
に
増
大
し
た
為
、

一
青
年
が
住
民
と
と
も
に
企
業
に

対
し
解
決
策
を
話
し
合
い
、
や
が

て
想
像
も
つ
か
な
い
大
煙
突
の
建

設
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

勇
気
あ
る
行
動
が
地
域
を
大
き

く
変
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
私

達
の
活
動
も
地
域
の
支
え
と
な
れ

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
友
部
支
部

　

10
月
20
日

　
　

友
部
公
民
館

　
『
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
か
さ
ま
』

●
岩
間
支
部

　

11
月
９
日

　
　

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

　
『
岩
間
公
民
館
ま
つ
り
』

●
笠
間
支
部

　

11
月
９
日

　
　

社
協
笠
間
支
所

（
石
井
７
１
７
）

　

澄
み
渡
っ
た
秋
空
の
下
、
去

る
11
月
21
日
古
布
分
別
作
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
古
布
」
と
は
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
古
着
等
の
こ
と
で
す
。

各
家
庭
か
ら
回
収
さ
れ
た
古
布

は
、
笠
間
か
ら
遠
く
離
れ
た
パ

キ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
達
へ
の
教

育
支
援
へ
と
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
古
布
は
「
男
性
用
」「
女

性
用
」「
子
ど
も
用
」
さ
ら
に

「
コ
ー
ト
類
」「
長
袖
類
」「
ズ

ボ
ン
類
」
等
、
細
か
く
分
別
し

た
う
え
で
送
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
は
朝
早
く
か
ら
集
ま
り
、

熱
心
に
分
別
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
雑
多
な
古
布
の
中
に

い
る
と
種
類
の
判
別
に
迷
う
こ

と
も
多
く
体
力
も
か
な
り
使
い

ま
す
。
で
も
皆
さ
ん
、
始
終
に

こ
や
か
に
作
業
を
続
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
山
の
よ
う
に
あ
っ

た
古
布
の
分
別
が
終
わ
っ
た
時

の
達
成
感
は
、
こ
の
日
の
青
空

の
よ
う
に
、
と
て
も
爽
や
か
な

も
の
で
し
た
。

　

10
月
４
日
、
笠
間
支
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
会
が
、
今
回
６
回
目

と
な
る
「
輪
投
げ
大
会
」
を
笠
間

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
６
７
人
の
参
加
者
が
35
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
目
指

し
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
岩

間
支
部
交
流
会
を
２
月
中
旬
、
交

流
セ
ン
タ
ー
「
い
わ
ま
」
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
内
容
は「
落
語
」

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

住

ボランティア
づちまいよみ

バザーに向けての値段付け作業（岩間支所）

令和元年度ボランティア連絡協議会研修会
　ボランティア連絡協議会は各地区ごとに組織され、
ボランティア仲間づくりや交流を深めています。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

笠間地区

２
月
中
旬交

流
会
開
催

岩間地区

皆様のご協力に感謝!!
福祉バザー売上金

10/20　友部支部　471,659円
11/　9　笠間支部　154,922円
11/　9　岩間支部　244,420円

※益金は地域福祉活動費として活用させていただきます。

令
和
元
年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

福
祉
バ
ザ
ー

笠
間
支
部
会
長
　
小
室
　
和
子

古

布

分

別

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
集
合

「
映
画
鑑
賞
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

11/28
友部地区

友
部
支
部
会
長
　
川
澄
　
清
子

友
部
公
民
館
　
168
人
参
加

　地域に勇気を与えた青年
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エコキャップ、使用済み切手等
県立中央病院（施設課・消毒室・リネン室）
岩間第一小学校
株式会社DCL
グループホーム花水木
友部第二中学校
市川　芳一
稲田小児童クラブ
入澤法律事務所
山中　としい
大原小児童クラブ（ポプラの会）
こじか幼稚園
額田　義文
笠間陽だまり館
ともべ幼稚園
茨城県退職公務員連盟笠西支部笠間・七会分会
めぐみこども園
友部高等学校　JRC部
株式会社　常陸鎔接工業所
宍戸ヒルズカントリークラブ
明治安田生命　笠間営業所
旭化成メタルズ株式会社
岩間第一小学校児童クラブ
笠間市役所農政課
入江　照男
グループホームあさがお
いわま保育園
常陽銀行　笠間支店　職員一同
笠間市農業公社
友部中学校
宍戸小学校児童クラブ
友部小学校児童クラブ
泰栄電器株式会社
笠間市笠間地区民生委員児童委員協議会

岡野　けい子
なかよし学童保育の会　みなみ学園児童クラブ
大沢保育園
ナブコシステム株式会社　茨城支店
高齢者クラブ　旭台睦会
生長の家茨城県教化部　白鳩会
有限会社　伊藤石材工業
持丸　一幸
友部自動車学校
サービス付高齢者向け住宅スマイル
おしのべ保育園
手打ち甚兵衛そば　柏屋
友部小学校児童会
ありんこ
長谷川　英俊
高齢者クラブ原宿会
くるす保育所
有限会社笠間給食センター　従業員一同
笠間市更正保護女性会友部支部
日吉町区
認定こども園大成学園いなだこども園
みか保育園
笠間市更正保護女性会笠間支部
酒井　謙治
匿名
日用品等
こうゆう会　姫殿会
茨城県退職公務員連盟笠西支部笠間・七会分会
茨城県退職公務員連盟笠西支部友部分会
茨城県退職公務員連盟笠西支部岩間分会
飯田　憲一
塙　よし江
高齢者クラブ原宿会

ありがとう感謝チャリティーコンサート
￥18,000

庭先販売いわま推進協議会 ￥14,164
三友会 ￥5,590
コロナの会 手芸愛好会 ￥10,000

（有）笠間給食センター 従業員一同
￥9,165

笠間市チャリティーゴルフ大会実行委員会
￥239,848

笠間市チャリティーゴルフ大会実行委員会
　オークション ￥40,000
JA常陸笠間地区親睦ゴルフ大会

￥42,970
匿名 ￥15,690

金　　　　　銭

育児・介護用品等
増渕　明美
サービス付高齢者向け住宅　一期一笑
娯楽用品等
こうゆう会　姫殿会
食品等
匿名

『
職
人
の
力
』

　

こ
れ
は
、
当
時
百
歳
を
迎
え
る
人
と
の
体

験
談
で
す
。

　

そ
の
人
は
、
京
都
の
染
物
屋
で
布
地
を

扱
っ
て
き
た
、経
験
豊
か
な
職
人
さ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
時
、
私
の
絹
の
財
布
を
手
に
し
て

「
こ
の
布
に
は
、
ス
フ
糸
が
使
わ
れ
て
い
る

か
ら
滑
る
。
財
布
用
の
布
は
、
絹
の
糸
と
綿

の
糸
を
縦
と
横
に
織
り
込
む
。
こ
れ
で
懐
か

ら
、
財
布
が
滑
り
落
ち
る
こ
と
を
防
ぐ
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

指
先
の
感
触
で
、
布
の
素
材
が
分
か
る
職

人
の
能
力
と
、
物
作
り
の
知
恵
と
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

今
は
亡
き
人
と
の
出
会
い
が
、
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

お詫びと訂正
　社協だよりNo39の「支部・地区社協運営委員紹介」
及び「笠間市ボランティア連絡協議会役員紹介」で、
誤りがありましたのでお詫びを申し上げ訂正いたします。
●Ｐ.６支部・地区社協運営委員が決まりました［岩間地区］

新渡戸　運営委員長　【誤】　数納　亨
　　　　　　　　　　【正】　数納　享

●Ｐ.９新たな役員でスタート

友部支部　会計　　　【誤】　池田　和輔
　　　　　　　　　　【正】　安達　武雄

善意の寄附を「ありがとう!!」（善意銀行預託）
物　　　　　品

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所 TEL0296-77-0730 FAX0296-78-3933
笠間支所 TEL0296-73-0084 FAX0296-72-3722
岩間支所 TEL0299-45-7889 FAX0299-45-6250

お問い合わせ先

編

後

集

記

令和元年７月１日～令和元年10月31日まで（順不同・敬称略）

場所

月

笠間支所
 [第2・4火曜日]

本　　所
 [第2・4水曜日]

岩間支所
 [第1・3木曜日]

社協笠間支所 地域福祉センターともべ
（旧友部社会福祉会館）

地域福祉センターいわま
（旧岩間保健センター）

２月 11日 25日 12日 26日 6日 20日

３月 10日 24日 11日 25日 5日 19日

（受付は15：30までにお願いします）

※法律相談は、事前に心配ごと相談へご相談ください。

笠間支所 本　　所 岩間支所

第３金曜日
10：00〜12：00

第１金曜日
10：00〜12：00

第２金曜日
10：00〜12：00

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所 TEL0296-77-0730 FAX0296-78-3933
笠間支所 TEL0296-73-0084 FAX0296-72-3722
岩間支所 TEL0299-45-7889 FAX0299-45-6250

令和元年度　心配ごと相談所開設日程表
日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）

時間：13：00～16：00

法律相談

お問い合わせ先

第14回 笠間市チャリティーゴルフ大会

8


